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になるという。地球環境と もに都市 どう向き合うのかは、二一世紀の人類の最重要課題なのだ。人に住み いうのは合理的な計画や整備、行政だけではないだろう。その町が時間を積み重ねたパイ皮のような歴史や文化の保持や記憶の継承も不可欠 。人びとが に誇り もち生きられることが、活き活きした都市 源泉なではないか。
　上海万博の会場は町のランドマークの黄









































































で清朝の県城と漁村だけの砂州のような場所に、西洋列強は行政権や警察権をもつ租界を手に入れる。その後、欧米 冒険家のような投資家や貿易商や建築家が蝟集し近代的な都市、いまの上海の原形を建設した。上海の 〈近代＝モダニズム〉 は外国人によってもたらされたものだ。
　上海の租界だったエリアを歩くと、西洋
建築がどこでも見られる。そのほとんどが一九世紀末から二〇世紀前半のもので、ネオ古典様式、アールヌーヴォー アールデコなど。またオリエント趣味の折衷様式もある。設計した建築家は母国で知られ 評価されていた訳ではない。彼 は極東のエルドラドで欲望と才気を解き放ち、当時の欧米の最新建築技法や美的トレンドを引用し、モダニズム都市をデザインしたのだ。「冒険家の楽園」に終止符を打つのは中華人民共和国の成立だった 上海は帝国主義者による侵略と植民地支配の象徴であり、頽廃の都だった。
　一九六九年の夏、私は日本の学生訪中団



















ションされて、都市の共有 場所 して再活用されている。レストランやカフェ、ファッ やアート ペース、住宅は自由に改装されて新規な住民を呼び、ホテルはレトロモダンの香りを売り物にしている。
　高層ビルだけではな 上海。それは外国
人にとっても付加価値 ある観光資源だ。
　上海の人びとは過去を眺めつつ、悠々と
時を迎えているように見える。上海の試みは新世紀の都市の啓示 なるかもしれない。
　
 
（なかがわ 　みちお／写真家）
10．金色のデコの意匠が残
る旧ブロードウェイシアター
（1930年）。虹口区には欧州
から逃れてきたユダヤ難民の
ゲットーがあり、ここでオー
ケストラが公演していた。現
在はバーなどが入る
８．修復された重慶公寓（旧呂班公寓1931年）、スパイ・
ゾルゲやジャーナリストのスメドレーが棲んでいた
９．百楽門・パラマウント
（旧百楽門舞庁1932年）は
租界時代の代表的なダンス
ホールだった。現在も同じ
ように使用されている
